
ご挨拶

今までのふりかえり

第１回ワークショップを踏まえた設計計画について

アイスブレイク

（配席決定）

ワークショップ（ワールドカフェ方式）

「各テーマでやりたいこと、あるといいもの」

・１巡目

・２巡目

・３巡目

・各班発表

質疑応答

ワークショップ概要 当日スケジュール

新庁舎建設に向けて村民のみなさまの声をデザ
インに反映するため、合計３回の開催を予定し
ているワークショップのうち、第２回目となる
ワークショップを開催しました。
今回のワークショップでは、第１回で出た意見
や、設計者と協議を重ねながら条件整理を行っ
た進行中の設計案を共有し、6つのテーマにつ
いて話し合われました。

step3

みんなのデザインお披露目会
1月20日（土）13：30～16：00

次回となる第3回ワークショップは、ついに最終回となります。
第1回、第2回のワークショップでの意見を反映し、
新庁舎の設計デザインのとりまとめを行います。

step2
各テーマでやりたいこと

あるといいもの

10月21日（土）
13：30～16：00 

step１
新庁舎のアイデアを
みんなで考える

8月27日（日）
13：30～16：00

日 時：令和5年10月21日（土）13:30-16:00
場 所：コミュニティセンター「やまなみ」大ホール
参加人数：32名

A.交流スペース B.役場(建物) C.多目的ホール

D.図書 E.屋外空間 F.防災/災害対策

第2回新庁舎建設ワークショップ

第2回「各テーマでやりたいこと、あるといいもの」
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No.1

検討プラン

今後のワークショップスケジュール

次回

1階平面図 2階平面図

ワールドカフェ

今回は「交流スペース」「役場(建物)」「多目的ホール」「図書」「屋外空間」「防災/災害対策」
の計６つのテーマについて、好きなテーマを巡回し話し合う、ワールドカフェ方式で意見交換を行い
ました。

休憩、飲食、
キッズスペースなど

建物全体、窓口、
待合スペースなど

日常利用、
イベント利用など

閲覧、学習室、
児童書架など

屋外ひろば、
つきかわデッキなど

避難場所、
防災訓練など

ワールドカフェとは…
少人数に分かれて、各テーマに沿って

対話する方法です！



第2回新庁舎建設ワークショップでは新庁舎に関する6つのテーマについて貴重なご意見をいただきました。

B.役場(建物)

No.2

テーマ別意見

■屋外（屋外ひろば）
・屋外にトイレ（バリアフリー）
・バスケットゴール
・地下水飲み場がある
・遊具
・バードウォッチング
・キッチンカー用駐車スペース。役場側に専用的な駐車場。
・屋外ひろばに遊具とベンチ
・ロードバイクの方々も寄れる休憩ができる場所がある
・村民が気軽に座って話ができるベンチがある
・移動販売の日用品などの車やスペース

■つきかわ
・外から直接テラスへ行ける。エスカレーター等
・フォトスポット
・移動スーパーが来てほしい。
・シャワー設置

■多目的
・各協会の運動スペース。多目的ホールの床はなにか？
・ボルダリングスペース
・販売機周辺に簡単なテーブル。椅子が少し欲しい。
・展示スペース
・シアター
・土日でもフリーで使用できる空間
・無人野菜直販。お花。
・持ち込み飲食物を利用する自由な場所を設定してほしい。
・トイレにも空調

■子供・高齢者
・1階にキッズコーナー
・子供を預かるスペース
・お年寄りを預かるスペース
・いわゆるデイサービスのような時間を過ごせる施設

・一般の人が利用できるシャワールームが欲しい。
・星空テラス
・サイクリングスタンド
・屋上に大人二人がのれるブランコ
・犬の散歩の水飲み場、休憩場所。
・キッチンカー

■情報発信
・役場にしか出ないポケモンゴー
・村外との交流の機会を
・村の独特のガチャガチャ
・写真パネル顔出し
・わしのちゃんと写真がとれるスペース
・インスタの枠
・何かの聖地とする
・w-ifiフリーな場所

■図書
・村外・県外・外国の人が立ちよる可能性を見込む。そのようなパンフ
レット。立ち寄る案内を予想する。

・DVDコーナー
・他市町村への貸し出し、インターネット等の予約。多目的ホール等。
・子どもだけで本が読める場所

■会議・議会
・議場は防音になっているなら演奏の練習などにつかう
・防音の部屋
・議会以外の有効利用。会議室として。
・ライブができるスペースがある
・少人数の会議又は講習ができるスペース（オープンでもいい）
・夜遅くまで使える貸しスペース（会議室）
・議会室等であまり利用していない部屋は一般に貸し出すことも検討す
べき。

・各地区単位の事業にも利用地を頂きたい（懇親会）

A.交流スペース

■会議室・議会
・他者利用。予約制度などプロジェクター常備
・議員関係と一般を分別
・議会以外の議会室の活用
・会議室が足りていないのでは。役場的にも住民的にも。

■駐車場・建物配置
・土日も活用できるロードバイクの休憩場所。
・駐車場に対して建物の向きが悪い。川に沿って長く作る必要ないので
は。

・職員の駐車スペースがある職員入口が遠いように感じる。どこからで
も入れるとうれしい。

・川側から見てきれいな建物は住民には特に必要ないのでは。駐車場に
対して幅を広くとった方がいい

・防災上、広場を西側に置かなくても北側の広場と倉庫と公用車（要増
設）で土石流を受け止めればいいのでは。倉庫と車庫どう見ても足り
てない。

・そもそも西側ではなく北側に広場で用が足りるのでは。
・EVコンセント急速用タイプの設置
・電気自動車EVのコンセント設置

■執務エリア
・職員の意見を取り入れてほしい。
・執務空間の静寂性

■明るい庁舎
・明るい庁舎にしてほしい
・とにかく明るい室内
・日当たりもそうだが明るい施設がある
・日光をたくさん取り入れて明るさを確保
・木材をたくさん使ってほしい

■総合窓口
・入口から総合窓口までの床面に動線をつけてほしい
・総合窓口付近に長椅子の設置。情報なども
・職員と来庁者クレーム対応への応援要請SOSを察知できるような仕組
みも必要ではないか。

・総合窓口は正面玄関から見やすい配置で
・総合窓口と各担当が対応する窓口と分けた方が良いのでは
・窓口に来た方が待てる様なベンチ、休めるスペースがある
・病院の総合案内のイメージで番号での呼び出し方式で順次処理してい
く

・窓口対応のフローチャートを。どこに行けばいいのかわかる。

■相談スペース
・相談ブース（個室が欲しい）
・相談や話（要望）に行ったときに話づらい（現在）
・村職員にはわからないように（役場とは別）

■交流スペース
・登山をする方のビジターセンターが設置できる
・休める場所（人の視線が気にならないよう外向きのベンチ）
・飲み物が飲めるつくりを
・食堂、喫茶店が欲しい（一般人も使える）
・自販機のドリップコーヒーが出せるタイプの機械
・2階か外にも自販機
・役場に来たら交流ができる
・観光に来た方が気がねなく休めるような場所と情報提供（案内所）
・食堂まではいかなくてもキッチンカーが利用できる。
・タタミコーナーはタタミである必要はないのでは。せめて防音マット
とか。そもそもどうしても必要かな。

■共用機能
・つきかわデッキの出入口
・ちゃんとした喫煙ルーム。吸わない人のためにはあった方がいい。
・男性と女性のトイレは離してもらいたい
・シャワー。一般も有事に使える。
・職員の出入口の利便性。駐車場から遠すぎ。

■プライバシー
・個人情報を扱う場所での吹抜は大丈夫か
・窓口でのプライバシーに配慮してほしい
・相談窓口については、プライバーへの配慮を充分にしていただきたい。

■災害対策
・停電時の発電設備
・積雪対策のための屋根
・雨水や雪をためておく装置

■イベント
・ホールが大きすぎる
・ホールの客席とステージを道にして客席の後ろに出入口を設けないと
エントランスが狭すぎ

・多目的ホールの最大限の有効活用（村外の人もとか）
・イベント空間でライブなどのイベントが開催できる

■ネット環境
・無料Wi-Fi設置
・窓口に職員用LANの設置
・Wi-Fi設置

C.多目的ホール

■利用
・今現在やまなみホールを利用しているが活動がそのまま利用を続けら
れるのか

・現在やまなみホールを利用しているが吹奏楽2時間がそのまま利用でき
るか。週1回（12～13人）

・現在やまなみホールを利用している和紙体操（毎週月曜日）が継続で
きるか、10名

・ハーモニカの練習。月1回12人くらい
・現在やまなみホールを利用している自彊（じきょう）術月2回が継続で
きるのか

・働く人が気にすると思う子供の居場所とかで借りると親に対して子供
が多いとか。

・ホールを使い終わった後、掃除はだれかした方がいい。借りた人以外
も

・ホールが発表場としても集まりの場としても両立ができないと思う
・何団体で公民館を使っているのか

■規模
・発表内容によるけど団体だったら発表の場としては広い
・集まりの場所としては広すぎる。300人。小中学校でもそこまでいかな
い。

・300人収容できる席
・今まででイベントで300人入れる必要はなかったと思う。

■欲しい機能
・夜遅くまで利用可。22時位まで。
・タブレットで予約ができる
・イベントスケジュールを確認できる
・予約をタブレットでできる
・予約状況をタブレットで分かるようにしてほしい
・タブレット返却したひとはどうするのか。予約確認について
・外の景色が良く見える
・自彊（じきょう）術の練習。土足はダメ。月2回。一部カーペット
・ピアノを自由に弾けるようにしてほしい。
・常設休日にもつかえる
・習い事の練習に貸し切りできるようにしてほしい（ピアノ、ダンス）
・インターネットでも予約できるように
・多目的ホールの含めて車いすの方々も出入りできる
・飲食可能
・多目的ホール以外でも研修講義が行える
・テラスの出入りもバリアフリーになっている
・会議ができる
・区切れるほうが良いね
・個人も無料で借りられる
・個人でも借りられるようにしてほしい
・少人数でも研修・講義が行える
・ステージの出演者の入れ替わりが楽にできる
・他県の方にも有償でも利用できるように
・掃除しやすいほうがいいのでは（素材が）

■欲しいもの・部屋
・大きい鏡を設置してほしい
・自由に録画できる機器を設置してほしい
・軽い椅子にしてほしい
・ステージ部分にはフラットにもできるように
・ライブカメラ
・スポットライト
・可動式ステージ希望
・文化団利用の資材置き場を確保できるスペース
・吹奏楽週1回の活動でドラムセットなどの大物楽器を保管できる倉庫は
あるのか。

・和紙体操の設備を置く場所を確保してほしい。
・控室がほしい
・相談室がもう少し欲しい
・ピアノが邪魔。荷物の出し入れができない。

■イベント
・劇団を呼んで舞台をみてみたい
・落語や伝統芸能がみたい
・夏休みの宿題をみんなでする場所
・健康相談できる場所（空間区切って）
・子供達の合唱祭をホールで実施する
・ワークショップ（工作教室）したい

■設備
・音響も良くしてほしい
・他団体との同時使用で気を使わない様防音、遮音
・床暖
・音響設備をよくしてほしい。明るい場所。
・演奏会ができる。防音できる。
・防音をしっかりしてほしい
・トレーニング設備があってもいいかも？
・屋内スポーツが充実できるような設備
・空調、冷暖複合。役場でも一括管理できるように。
・照明を良くしてほしい

■位置
・役場と遠い場所
・入口の近くにつくる
・一時避難としては遠い
・総合窓口の向きを変更。自販機側。
・完全に音が遮断できないのなら働く人の近くにホールがない方がいい
・役場と遠いところがいい



第2回新庁舎建設ワークショップでは新庁舎に関する6つのテーマについて貴重なご意見をいただきました。

E.屋外空間

No.3

テーマ別意見

■居心地
・図書スペースからつきかわデッキへ直接行ける構造にしてほしい
・天体のイベントをして欲しい(望遠鏡で星をみたり…)
・静かに勉強、読書できる空間
・静かに勉強。オープンスペースだと実現が難しい。
・ある程度仕切られた部屋（勉強とかできる）がほしい
・子どもが勉強できるスペース
・子どもがのんびりできるところと学生がガチめに勉強できるところが
分けられれば

・屋外でも読書ができる
・ハンモックやゆりかごのあるゆったりとした図書室
・ソファをたくさん欲しい。くつろげる場所。
・くつろげる場所。観葉植物や鉢花、生花をかざる。
・明るい空間。入りやすい。
・軽音楽が聞ける。イヤホンで。
・待合スペースとしての利用
・入りやすい。使っていて気兼ねない。(長時間居られる)
・図書の隣にカフェが欲しい
・カフェと併設。マンガコーナー
・カフェと図書館。
・カフェがムリでも飲食しながら本が読める。食べ物の自販機たくさん
置く。

■本の種類
・今あるいらない本を配ったりするイベント
・雑誌マンガを増やして欲しい
・図書館に雑誌

■エリアの設定
・オープンな図書コーナー（時々本を入れ替える）はあった方がいい。
全部のオープン化はおすすめしない。

・いつも同じ人がスペースを独占しない様にする
・開かれた所と閉じた空間
・オープンスペースは共有スペースの役割でいいのではないか
・待ち合わせは図書スペースよりロビーでやった方が良い
・図書館を全てオープンスペースするのではなく、ある程度絞った方が
良い

・学習スペースの確保(静かにして欲しい場所と少し賑やかにして欲し
い場所を分ける)

・個室の勉強スペース(ワーキングスペース)
・議会スペースはもっと少なくて良い。そのスペースを他のスペースに
活用

・図書と議員図書のエリアを分別した方が良い。

■情報
・情報コーナー
・パソコン
・コピー機
・パソコン置いて欲しい。コピー機置いて欲しい。
・Wi-Fi
・パソコンの利用時間は制限するべき
・パソコンやコピーを無料で利用できるのは良くない
・パソコンのセキュリティはどうなのか

■その他
・無人でも貸し出しできるような仕組みがあればより便利
・村の図書館の利用状況、現状からすると最小限の蔵書があれば充分

・専門書が読みたい。農業、園芸
・幅の広い種類の本を置く。
・ないものを急に増やすのは無理だから、現状の漫画なかったりするの
をどうすんのか。現状で興味を持たせる努力する。

・新しい本と古い本の入れ替え
・新しい本の入荷
・字の大きい本を置いてもらいたい
・自分のおすすめを並べられるコーナー(個人で持っているものでも可)
・書架が少なくて図書が少ない。
・図書を定期的に入れ替えて欲しい
・今ある図書が古い
・保育園児や小学生低学年用の本が入れ替えが少ない
・いらなくなった本の収箱を設けて希望者には持ち帰りOKにする
・東秩父に特化した本を集める(観光者さん用に1Fに)

■新しい機能
・老人ホームなどの地域の連携ができる。
・小学校にある天体望遠鏡を役場に持ってきて、図書館に天体の本を多
く置くと良い。

・高齢者が活躍できる図書
・イヤホンで有名な方のお話が聞けるコーナーを作って欲しい
・夜空を見ることができる場所。テラスから星が見える。
・高齢者コーナー
・紙芝居ができるコーナー
・付加価値のあるサービス。村特産のジュース、アイスなど。

■運営
・移動図書館
・限られたスペースの価値を限らせないため蔵書の書架をできるだけ少
なくする。そのために県の図書移送サービスをフル活用する。

・本の管理が上手くできない。盗難とかあるのでは。
・図書で働く人が積極的に村全体に借りるように働きかけ
・読みたい本を注文できるコーナーを作って欲しい。(お年寄り用)スマホ
を自由に活用できない人用。

・返却ボックス
・休日も開いて欲しい
・図書館としての機能強化については将来的に校舎一体化などの学校教
育における学校図書館を一般的に開放させる方法もあるのでは。

・図書スペースを利用する人はどんな人なのか。対象者を想定しながら
運用展開が必要だと思います。

・19時くらいまでオープンしてもらいたい。
・図書館とはいえどもスペースとしては図書室で充分。専門書について
は移送サービスで補える。

・蔵書を抱え込まない新しい図書館の運用。
・村には所有していない図書も貸出できるように検索端末の使用等につ
いて案内してほしい。

・図書スペースという言葉に対する解釈をきちんと共通言語にしておか
ないと混乱してしまう。

・図書館機能を無理矢理ねじ込まず埼玉県図書館ネットワークをフル活
用してほしい。

・使用時間。日曜、休日、ウィークデイいつでも使える。
・利用しやすいようにいつでも開放
・時間を長くして欲しい
・土日夏休み以外も営業
・図書スペースか待合スペースなのか、交流スペースなのか両者両方を
満たすスペースであるならば図書館交流の基本についても学ぶ必要性
を感じる。

D.図書

・外に憩いの足場
・健康器具の設置
・屋外広場にステージ
・コンサート
・ステージ作ってほしい
・トイレ水回り
・屋外ひろばにトイレ。手洗い所。
・給水スポットをつくって村外の人にもおいしい水をアピール
・東屋
・槻川の親水性。庭の一部に湧水を設置する
・災害用のベンチがコンロに変わるとかがほしい
・フェス(屏)の設置を。あまり高くない塀。
・オープンな施設が多いので、屋外カメラを設置して欲しい。
・木はたくさん植えてほしい
・村の木であるムラサキツツジの築山を広場に設ける
・メダカとか見れる空間
・広場を回り込む道路は不要では。あと芝生は管理が大変です。
・一番に気になるのは雑草対策です。除草剤を使わない方法を考えてほ
しい。

・日除け(屋根付き)樹木など

■屋外広場
・あまり必要性を感じないので和紙の里の方で設けるべき。もし作るの
であれば和紙の里の方と差別化。

・屋外広場は不要。
・広場は西側ではなくて良いと思う。
・外でやる必要があるイベントは限られるので作ったとして利用が少な
いのでは。

・一般の方が利用する広場もさておき役場で使えるスペースに。
・屋内にもホール作るのでそっちでイベントできるようにするなら屋外
減らして屋内をひろく

・少子高齢化
・年代
・安心して休める所
・雨をしのげるスペース
・ウォーキングコース
・屋外空間を散歩コースに
・広場に日陰
・水道、コンセントの設置。イベントで使う用
・いつまでも自分の足で歩きたい。そのために筋力トレーニング機器の
設置を希望したい。

・雨水や雪を溜めて再利用できる設備。

■駐車場
・村外の方へのお知らせボードが欲しい
・駐車場から入り口まで屋根
・お知らせ用のボード
・高齢者の方でも安全に通れるか。スロープはあるのか。(役場に行くま
での道のりで)

・車寄せに屋根を
・駐車場に救急ヘリが降りられるように計画して欲しい
・公用車の置き場がない。広場を潰した方が良い。
・一般駐車場からの動線を短く
・バスやタクシーなどの屋根付きの車寄せが欲しい

■デッキ
・つきかわデッキの方に足洗い場。川遊びした人が使えるように。
・デッキと広場は休憩場所として良いと思う
・つきかわではなく、つきがわです。
・デッキにこだわらなくても段差があればいいのでは。

■屋上
・星の見れる屋上がほしい

■建物
・駐車場に対して縦長の庁舎は使いづらい
・中の通り抜けや西と東をつなぐことにこだわらなくてもいいのでは
・裏側スペースを作る
・ゴミ捨て場のためにも本当の裏側あった方がよい
・屋外倉庫は変形にしない方が良い。絶対使いづらい。
・建物の向きを東西方向に
・川に沿って長くするより東西方向に長い庁舎のほうが防災も使い勝手
もいいのでは。

・土砂や土石流のくる方向にそもそもある家屋への配慮が役場にも必要
では。

・広場で土砂を受け止めるのではなくゴミ置き場や車庫で受け止めても
致し方ないのでは

・庁舎の向きは変えた方がいい
・建物の外観に少しでもよいので目を引くような、強く印象に残るよう
な外観にして欲しい。村のマスコットを壁に大きく入れるとか

F.防災/災害対策

■避難所
・村民の避難所としての準備が必要
・1人4㎡。50人収容
・日常・災害区切られる導線
・ストレス発散。図書、広場
・人が多いと犯罪防犯
・体調不良。保健所2階

■機能の混在
・近くの人の意見ばかり
・カットする
・情報の優先順位
・避難場所（すでに安全）

■あったらよいもの
・復旧までに3日かかる
・トイレ多目的。洋式1F2F
・電気はもちろん
・防災トイレについては、汚水を流さない自浄型の新技術を持ったトイ
レを設置するべき

・段ボールベッド
・飲料水のめる
・シャワーお風呂をつくる
・Wi-Fi通信使える
・おふろシャワー
・パーティション
・調理室。炊き出し
・保存食

■安否確認
・タブレット
・避難してこれない人の情報
・利用しても入れない。
・連絡確認
・安否確認

■防災訓練
・男女共同参画からみた避難所運営について学ぶ機会を設けよ。
・情報の防災訓練。消防団。
・社協は日本赤十字の支援を受ける受援窓口であることから受援体制と
してのスペースも考えておくべき

・災害時に対する定期訓練の指示場所。アピール。

■災害本部
・職員住込み。シャワー
・真ん中にある。ほかの地区の意見を聞く
・村の中心

■あふれた場合
・あふれた場合、他に行く。
・車中泊どうする。
・他に行ってと言われる。早いもの勝ち
・人が殺到する。


